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① 全国のF.oxysporum 菌に対して抵抗性の品種を開発するために、様々な県の生産者圃場から分離し
た F.oxysporum を利用して抵抗性遺伝子座乗領域の特定を行う。

② 花冠の大型化、高花もち性の付与、多様な花色の展開を可能とする効率的育種法の開発を目指す。

【今後の開発目標】
① 3年後（2023年度）は、 F.oxysporum に対する抵抗性遺伝子座乗領域を特定する。
② 5年後（2025年度）は、 F.solani と、 F.oxysporum に対し複合抵抗性を示す系統を作出する。
③ 最終的には、有用遺伝子座乗領域を複数同定し、それらを集積した高品質病害抵抗性品種を育成す

る。そのための基盤を早期に構築し、多様なトルコギキョウ品種を迅速に開発する。

① 複合病害抵抗性を兼ね備えた新品種の育成と普及により、全国の産地で高生産性・高収益性トルコ
ギキョウ生産が実現し、多大な経済効果と農家の経営安定化に貢献できる。

② 良質かつ多様な形質のトルコギキョウ品種の育成により我が国の民間育種会社の国際競争力を高め
る。

Fusarium solani （以下、F. solani ）病害抵抗性に連鎖するトルコギキョウのDNAマーカーを開発する。

全国のトルコギキョウ産地で発生した立枯れ株から分離した菌の形態と遺伝子配列情報に基づき、フザリウ

ム菌の地理的分布状況を把握する。得られた全国の病原性菌株をトルコギキョウの複数系統・品種に接種

し、フザリウム病害抵抗性の品種・系統間差異を明らかにする。すなわち全国のトルコギキョウ生産現場で

安定して立枯病抵抗性を発揮できる系統の効率的育成のためのDNAマーカー開発を達成目標とする。

① F.solani病害抵抗性の接種検定法を開発した。

② トルコギキョウの参照配列を構築し、病害抵抗性に隔たりのある系統群の核酸多型を多数同定した。
F.solani抵抗性のＱＴＬ解析を行い関与する座を同定した。

③ トルコギキョウ主要産地における立枯病原因菌を探索しF.oxysporum, F.solani およびF.avenaceumを
分離・同定した。

④ F.solaniおよびF.oxysporumに対する抵抗性に、顕著な品種・系統間差異があることを明らかにし、強品
種を見出した。
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Fusarium solani 立枯病抵抗性遺伝子座乗領域を特定し、識別可能なDNA
マーカーを開発する。

全国的な被害が明らかとなったF.oxysporum に対して抵抗性のトルコギキョウを系統開発する
ために、 F.oxysporum 抵抗性遺伝子の染色体座乗領域を特定する。花冠形質を向上させる系
統の選抜と遺伝因子の探索を行い優良系統を迅速に作出可能な効率的育種法を開発する。

今後の展開方向

F.solani立枯病抵抗性に隔たりのある
系統を同定し（図3）、それらのゲノム情

報を取得した。比較ゲノム解析を行い、
両親間を識別可能なPCRプライマーセッ
トを設計した。
罹病性系統と抵抗性系統の雑種系統

を用いたQTL解析により、F.solani 立枯
病抵抗性DNAマーカーを開発した。

研究の主要な成果 全国のトルコギキョウ産地からフザリウ
ム菌（図1）を分離し病原性を確認した。
F.solaniは全国の産地で被害をもたらし
ていた。
福岡県においてはF.oxysporumによる

被害がF.solaniに比べて多かった。

① 複合病害抵抗性を兼ね備えた新品種の育成と普及により、化学農薬の

使用を低減した高生産性・高収益性トルコギキョウ生産を全国の産地で
実現することで、多大な経済効果と農家の経営安定化に貢献できる。

② 良質かつ多様な形質のトルコギキョウ品種の育成により我が国の民間育
種会社 の国際競争力を高めるとともに、それら多種類の品種を国民に供
給できることに より国民のQOLの向上につながる。

図2. 複数品種に対し接種した際の発病指数の分布

図1. 分離されたFusarium菌

複数のトルコギキョウ品種に病原菌
を接種し、抵抗性には大きな品種間差
があることがわかった（図2） 。

図3. F.solaniを接種した罹病性系統（手前）と抵抗性系統（奥）
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